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1. はじめに

1.1　研究の背景・先行研究の状況

（1）本研究と関連する教育方法に関する先行研究

インターネットを利用した教育用インターフェイス

は様々なものが開発されつつあるが，特定の機能と課

題との関連で検証が行われている論文は少ない．そこ

で，本稿では，特定の機能と課題との関連で検証に焦

点を当てる．

一般的に，学習活動支援を目的とした教育用イン

ターフェイスには，いくつかの機能が置かれている．

異なる機能をいくつか備えたインターフェイス同士の

比較からは，組み合わせの違いなのか，インターフェ

イスの特定の機能による効果なのか，判断を見分ける

ことが困難である．以前に開発をした PBD SPACE（10）

には，インターネット上で動作する機能が 9 種類備

えてある．いずれも学習を支援するための機能であ

る．9 種類の機能の中の，携帯電話関連機能に関して

は，新しい提案をする提案型課題と，既存の物を評論

する評論型課題の 2 種類の課題に対して，携帯電話

に対応した電子掲示板と対応していない電子掲示板の

使用実験を行い，それぞれに対して発話数と発話内容

の種類を比較検討している（7）．この研究では，どち

らの課題に対しても，携帯電話対応型掲示板を使用し

た方が，発話数が多くなる傾向があり，発話内容の種

類に関しては，提案型課題の場合，新しい提案がたく

さん為された．一方，評論型課題の場合は，じっくり

と考えた意見が少なく，浅い思いつきによる投稿が多

かった．このことから，携帯電話対応型電子掲示板の

利用は，ひらめきに近い新しいアイデアの提案を行う

場合には適しているが，内容を深く吟味し熟考して意

見を述べる必要のある課題の場合には不向きであるこ
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